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大土地神楽 2011.9.23.

淡路島 伊弉諾神宮 神楽祭

出 雲 神 楽 スサノウ「大蛇退治」や大国主の「国譲り」伝承など

日本神話の郷 出雲

神話を主題とした神楽舞が数多く伝承されている



出雲神楽とは民間に伝承される神楽の分類名称。前段の採物舞(と
りものまい)と後段の神能(しんのう)の二部分より成る神楽の総称。
全国的に広く分布するが、出雲地方に典型がみられるのでこの称
がある
大土地（おおどち）神楽は、
出雲大社のお膝元・大社町に伝承されている出雲神楽。

現在では同保存会神楽方によって10月下旬
の大土地荒神社例大祭時を中心に、出雲大
社や近郷諸社の祭礼において神楽奉納が行
われています。

その構成は、基本的には出雲神楽の形式に則り、「七座（しち
ざ）」と総称される七番の神事的な舞から始まります。
そして後段では神が降臨したとして、「荒神（こうじん・国譲
り）」や「野見宿祢（のみのすくね）」「八千矛」などの神話劇
“神能”が演じられます。

(神能 大土地神楽１２座ともいわれる)
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出雲 大土地神楽 「八千矛」
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出雲 大土地神楽「八千矛」 あらすじ

この神楽は、大国主大神が、出雲の国を平和にするため活
躍された若いころの物語です。その時の名前を八千矛神と
言います。

まだ、出雲の国が平和でなく、戦争を繰り
返している頃、悪事を働いていたのが、八
千矛神の兄神である八十神とその子分達
(子鬼)でした。

そこで、この兄神達をこらしめ、人々が安心して暮らせる
ようにと、八千矛神は弓矢や刀を持って戦われ、
ついに八十神は降参して、出雲の国が平和になるまでを描
いたものです。



国の悪者退治に出向く八千矛の一人舞から 神楽舞が始まりました



悪者を探す 八千矛の一人舞 (部分) 85s




八千矛は、悪者の兄神「八十神」の子分の子鬼と戦い、
これを追い出します

八千矛 &  子鬼 戦いの舞



八千矛と子鬼の戦い (部分) 52s




八千矛は 次に、親玉の兄神「八十神」と戦い、これを打ち負かします。

八千矛 &  八十神 戦いの舞



八千矛 &  八十神 戦いの舞 (部分) 52S




悪者がいなくなり、出雲はおだやかな国になり、八千矛が舞う

八千矛の舞



八千矛の舞 (部分) 49s
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